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教育は人が幸せに生きるためにあります

学校訪問の様子を公開しています 教育長や教育委員会の職員が訪問した学校の様子を区ホームページで随時公開してい
ます。ぜひご覧ください。スマートフォンなどで読み取り、区ホームページへ

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

なぜ部活動を地域移行するの？ バドミントンが選ばれた理由

～バドミントン部を地域移行しました～

問　合 教育総務課部活動地域移行係　☎3579 - 2261

いたばし地域クラブいたばし地域クラブ
（バドミントンクラブ）（バドミントンクラブ）

　『いたばし地域クラブ』は、区立中学校の部活動地域移行の取組として板橋
区教育委員会が立ち上げた地域クラブです。
　令和７年度に移行した野球部に引き続き、令和８年8月から、バドミントン
部を地域移行しました。これまでバドミントン部がなかった学校の生徒も近隣
のバドミントンクラブに参加できるようになり、バドミントンに取り組みたい中
学生の希望を叶える環境が整いました。
　また、指導者には、地域移行前までのバドミントン部で顧問を担っていた教員
のうち、希望する方は兼業で参画しているほか、民間の方も参画しています。

スタート！！
令和８年

8月
スタート！

　今年度より始まった「ＭＩＲＡＩ 
ＳＣＨＯＯＬ いたばし」の取組や教
育委員会のイベント、学校・地域の
魅力などをどんどん発信していきま
すので、ぜひ、フォローをお願いい
たします！

問　合 教育総務課庶務係　☎3579 - 2603

教育委員会 公式Ｘ
フォローはこちらから⇒

　少子化の影響により、部活動の停
滞が起きている学校が散見され、持
続可能の面で厳しさを増している状
況にあります。また、部活動指導は
教員の長時間勤務や心身の負担につ
ながることが課題となっています。
　そのため、板橋区において、学校
部活動の制度改革に着手していま
す。

　移行する種目の選定は、設置校数
・部員数の多さに加え、校庭・体育
館といった活動場所、団体・個人と
いった競技形式などをふまえ、総合
的に行っています。
　令和８年度は、令和７年度に地域
移行した野球が校庭の団体種目であ
ることをふまえ、体育館の個人種目
で設置校数・部員数が多いバドミン
トンを地域移行することとしました。

バドミントンクラブ
の詳細はこちらから⇒

板橋区教育委員会の
公式Ｘを開設しました！



令和 8年（2026年）9月 7日（月）2

教育委員会の傍聴 区教育委員会は、毎月２回定例会を開催しており、傍聴することができます。開催の日時、傍聴の
手続きについては、お問い合わせください。また、過去の議事録はホームページでご覧になれます。

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ 
いたばし対話会Ｖｏｌ.1
を開催しました

　区内在住で、令和９年４月に区立小・中学校に入学予定の方に、新入学手続きをはじ
め、各小中学校の基本情報などを掲載した「新入学に関するご案内」を配付します(９月
上旬に郵送予定)。

▼通学区域の学校への入学を原則とします
　区では、住所ごとに入学する学校が指定される通学区域を定め、通学区域の学校を入
学予定校としてお知らせしています。通学区域の学校へ入学する場合は、手続きなしで
優先して入学できます。

▼通学区域外の学校への入学を希望する場合は、手続きが必要です
　理由があって入学予定校の変更を希望する場合は、学務課(区役所北館６階⑭窓口)、
区立小中学校(新小学１年生の書類は区立小学校のみ)、区ホームページにある入学予定
校変更希望願に必要事項を記入のうえ、お申し込みください。変更希望の理由が一定の
基準に該当した場合、変更希望は認められますが、希望者多数で抽選となる場合もあり
ます。手続きについての詳細は、「新入学に関するご案内」をご覧ください。

▼入学予定校を変更する場合は慎重に検討してください
　変更する学校が入学予定校より遠くなる場合、登下校の時間が負担となるだけでな
く、下校後や休日に友達と遊ぶ場所も自宅周辺ではなく、離れた場所になります。ま
た、弟(妹)について、同じ学校への入学が約束(決定)されるものではありません。
　変更を希望する場合は、学校公開や学校ホームページなどで学校についてご確認のう
え、通学時の安全性など様々な観点から慎重に検討してください。

▼変更希望できる学校の範囲
・小学校…通学区域に隣接する区域の学校(適用除外校を除く)
・中学校…区内全域

▼申込・締切
直接または郵送で、学務課学事係(区役所北館６階⑭窓口、〒173-8501)
郵送する場合は９月28日(月)消印有効、直接持参する場合は９月30日(水)17時まで

問　合 学務課学事係　☎3579 - 2611

小・中学校の新入学のご案内を配付します

　地域と学校の連携・協働を一層推進するとともに、「ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ 
いたばし」の新ビジョンについて、広く理解を深めていただくため、地域で活動
をされている青少年委員、CS委員、地域コーディネーター、保護者の皆様を中
心とした約80人の参加者により、対話会を開催しました。
　第１部では、「ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ いたばし」がめざす未来の学校づくり
をテーマに、今年度の主要事業の取組を紹介しました。
　第２部では、区が大切にする考え方である「教育は人が幸せに生きるためにあ
ります」をテーマに、学校・家庭・地域が、子どもたちのためにできることにつ
いて、参加者同士が対話を通して考え、意見を共有しました。

　児童の登下校時の安心・安全を守り、重
大な犯罪を未然に防止するため、地域のボ
ランティアによる「いたばし子ども見守り
隊」、「スクールガード」を設置していま
す。小学校ごとに登録いただき、子どもた
ちの見守り活動をしていただける方を随時
募集していますので、ご協力をお願いいた
します。

■いたばし子ども見守り隊
　散歩や買い物、外回りの掃除などを児童
の登下校時間に合わせて行い、声かけなど
で、児童の安全を見守ります。「できると
きにできることをやる」を基本にご協力い
ただきます。

■スクールガード
　見守り隊の活動からさらに踏み込んで、
登下校時の児童の安全確保のために、通学
路やわき道などを防犯パトロールし、犯罪
に巻き込まれることを抑止する活動を行っ
ていただきます。

■申し込み(登録)
　いずれもお近くの小学校
へ直接お申し出ください。
随時受付しています。

問　合 教育総務課庶務係　☎3579 - 2603

学校安全ボランティア
協力者募集

学校でできること

●生徒の「声」や意見を取り入れる仕組み
●行動につながる教育(実践型学習)
●環境・社会問題(SDGsなど)への理解を深める教育
●子ども一人ひとりの個性や良さを認める教育
●ゼロから考える力(思考力・問題解決力)の育成

家庭でできること

●家庭内教育(価値観の形成)
●安心して挑戦できる環境づくり(失敗を恐れない)
●子どもの心身の健康を最優先
●基本的生活習慣やルールの定着
●子どもへの寄り添い・日常的なサポート

地域でできること

●地域活動やボランティアの活性化
●子どもが安心して過ごせる居場所づくり
●地域の人材活用・交流の促進
●保護者や子どもへの相談・支援機能
●学校・家庭と連携した教育支援

参加者から出されたご意見（抜粋）

第１部：８年度の主要事業の取組紹介

第２部：参加者による発表

問　合
地域教育力推進課地域連携係

☎3579 - 2619
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教育に関する広報紙 教育広報「ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ　いたばし」は1・4・9月に発行しており、教育委員会が行って
いる事業等について情報発信しております。区ホームページでご覧いただけます。

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

　中高生勉強会「学びｉプレイス」(通称「まなプレ」)は、区内在住また
は在学の中学生・高校生の皆さんが気軽に無料で参加できる勉強会で
す。大学生や社会人のボランティアが、一人ひとりに寄り添いなが
ら、やさしく学習をサポートします。
　日々の宿題のサポートはもちろん、定期テスト対策や受験に向けた
学習支援まで幅広く対応しています。
　また、学習面だけでなく、大学生活や仕事についてのお話を聞くこ
とができるため、将来の進路を考えるきっかけにもなっています。定
期的に、ボードゲーム大会や企業見学など、様々な楽しいイベントも
開催予定です。　学力向上や放課後の居場所として、「まなプレ」を活
用して一緒に楽しく勉強してみませんか？

■会場や曜日を選ぶことができます
　火曜から土曜日まで、区内６つの会場
ごとに曜日や時間を決め、令和９年３月
６日(土)まで開催する予定です。お住まい
の地域や学校にかかわらず、都合のよい
会場や曜日を選んでいただき、いつから
でも参加できます。複数の会場での参加も可能です。
　会場や開催日時などの詳細は、二次元コードから
区ホームページでご確認ください。

■事前申込みは不要です
　参加希望の方は、選んだ会場の「まなプレ」開催中に、勉強したい教
材や筆記用具を持って直接いらしてください。初回はスタッフがお話
を伺い、参加申込書に必要事項を記入していただきます。 

　絵本のまち板橋では、第33回「いたばし国際絵本翻訳大賞」中学生部
門の翻訳作品を募集します。
　絵とストーリーを楽しみながら、世界にひとつしかないあなただけ
のすてきな翻訳作品を作ってみませんか？

■課題絵本…『Ursula Upside Down』(原文　英語)
■翻訳範囲…２ページから16ページまで
■ 対象… 区内中学校在校生及び区内在住区外

中学校在校生
※ 締切日・参加方法・提出方法など、詳細は
絵本館ホームページをご覧ください。

　ナマズのアーシュラは、いつ
もたのしく泳いでいた。あたま
の上には水草があり、おなかの
下からはお日さまがさしこんで
くる。ところがある日、ほかの
さかなに「どうしてさかさまに
およいでるの？」ときかれ、ま
わりを見まわしてびっくり！　
えっ、さかさまだったの……？

　国語辞典を見て・めくって・楽しく学ぶことができるイベントを開
催します。辞書を引くこと、言葉を発見することの楽しさを体験して
みませんか。
▶とき＝９月９日(水)～23日(祝)９時～20時
※ ９月13日(日)13時～17時、９月14日(月)は
除く
▶ところ＝中央図書館

　『いたばし地域クラブ』は、区立中学校の部活動地域移行の取組とし
て板橋区教育委員会が立ち上げた地域クラブです。板橋区に在住・在
学する中学生を対象に、学校の枠を越えて活動しています。下記のク
ラブで会員を募集しています。体験参加も可能です。申込及び詳細は
板橋区ホームページをご確認ください。

いたばし地域クラブの魅力
・学校部活動にはない分野に挑戦できる
・専門性の高い指導を受けられる
・他の中学校の生徒との新たな出会いがある

■会員を募集しているクラブ
・女子サッカークラブ
・eスポーツクラブ
・ロボット数学クラブ
・サイエンスクラブ

　板橋区教育委員会では、皆さまにとって、より身近で
役立つ教育広報をめざしています。今後取り上げてほし
いテーマなど、ぜひ率直なご意見をお聞かせください。
　回答時間は約3分です。右の二次元コードから
簡単に回答できます。
▶アンケート実施期間＝令和８年９月30日(水)まで
▶問合＝教育総務課庶務係　電話3579-2603

問　合 中央図書館ボローニャ絵本係　☎6281 - 0560 問　合 生涯学習課社会教育推進係　☎3579 - 2633

問　合 中央図書館読書推進係　☎6281 - 0291

問　合 教育総務課部活動地域移行係　☎3579 - 2261

第33回「いたばし国際絵本翻訳大賞」第33回「いたばし国際絵本翻訳大賞」
中学生部門の翻訳作品募集

教育広報
「MIRAI SCHOOL いたばし」

アンケートを実施します！

中高生勉強会「学び中高生勉強会「学びｉｉ
あいあい

プレイス」プレイス」
～一緒に楽しくお勉強しませんか？～～一緒に楽しくお勉強しませんか？～

Ursula Upside Down 
Copyright © 2024 by Corey R. Tabor 
All rights reserved.

「国語辞典のひみつ展」を開催します

サイエンスクラブ

eスポーツクラブ女子サッカークラブ

ロボット数学クラブ

いたばし地域クラブの会員を募集していますいたばし地域クラブの会員を募集しています

課題絵本あらすじ
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写真でたどる 常盤台のまちの記憶
　常盤台は、東武東上線の整備を背景に、昭和10年代から住宅地と
して開発・分譲が進められ、「文化住宅」として新たな都市生活の場
となりました。
　街の成立とともに、家族の姿や人生の節目を写真として残す役割
を担ったのが常盤台写真場です。
　常盤台写真場がとらえたかつての街並みや、実際に使われていた
カメラを通して、当時の人々やまちの記憶をたどることで、今と昔
のつながりが浮かび上がってきます。

〈企画展〉 常盤台の街と写真館
〈と　き〉 令和8年8月29日(土)～10月4日(日)
〈ところ〉 板橋区立郷土資料館(赤塚5-35-25) ※観覧無料

上板橋小学校が150年をむかえます
　上板橋小学校は令和８年度、創立150周年を迎えます。上板橋・
桜川・常盤台・大谷口などを含む「上板橋エリア」で最も古い小学校
で、上板橋小学校の歴史がわかる資料が大切に守り伝えられていま
す。学校設立を願った地域の人びとの思いや、板橋の教育の歩みが
わかります。

〈企画展〉  上板橋小学校創立150周年
まてばしい語る昔をうけついで

〈と　き〉 令和8年10月17日(土)～12月20日(日)
〈ところ〉 板橋区立郷土資料館(赤塚5-35-25) ※観覧無料

問　合 板橋区立郷土資料館　☎5998 - 0081

問　合 生涯学習課文化財係　☎3579 - 2636

上板橋エリアの文化財上板橋エリアの文化財
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　小茂根5-17
南関東で初めて、縄文時代よ
りも古い文化(旧石器時代)が
日本にあったことを証明した
遺跡。
※通常内部見学不可

〈文化財〉
南常盤台・
天祖神社所蔵資料
神社・南常盤台の地域
の歩みがわかる古文書
や絵馬などがある。
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常盤駅)・常盤台住宅の名前の由来。
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　東新町2-30-23
鎌倉幕府の将軍の補佐役(執
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)の北
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がお堂を建てて中興したというお寺。
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今から約120年前に今の千代田区に建
てられた旧大名家の屋敷。今から約
100年前に安養院に移築された。車も
入れる屋根付き玄関がある。

〈左上〉ゼンザブロニカS2前期型
江戸東京たてもの園所蔵

〈右上〉1937年頃の常盤台写真場　個人蔵
〈左下〉1950年頃のときわ台駅前ロータリー

〈上〉正門(現南門)『第76回卒業記念』昭和31年度　上板橋小学校所蔵
〈左〉木製門札　昭和22年　上板橋小学校所蔵

〈文化財〉　※見学の際はお寺に要相談
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金のクジャクに乗った赤い仏様。
江戸時代の作(推定)。
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氏
江戸時代から伝わる技で、下描き・彩色・染

そめ

付
つけ

まで全て職人が筆で描く着物。京友禅・加賀友
禅とならぶ日本三大友禅のひとつ。

今から約150年前、上板橋村出身の職人が、江戸の神田で習ったお囃子を
上板橋村に伝えた。太鼓・笛・鉦

かね
の音が、今も神社の祭礼で響きわたる。

上板橋エリアの「時の重なり」～川・道・鉄道で拓
ひら

いた人々の暮らしと文化～
上板橋エリア(上板橋・常盤台・南常盤台・桜川・大谷口・小茂根・東新町・弥生町・向原)は、石神井川・川越街道・東上鉄道(今の東武東上線)

が交わる地域です。川・道・鉄道とともに、開拓・発展した時代が「層」のように重なり、ここにいた人々の営みが今のまちにも息づい
ています。皆さんが暮らす地面の下には遺跡が、近所には由緒あるお寺・神社が、そして江戸時代から伝わる祭

まつ

り囃
ばや

子
し

の音が受け継が
れている「時・人・文化が重なる場所」です。今年10～11月に、多彩な上板橋の文化財を特別公開する予定です。


